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 ACL再建術後の SP が健側と比較して延長していたことは手術的な侵襲や、運動機能の低下が原因であ
ると著者は述べている。また脳疲労課題でも SP が延長していたことは、SP が上位中枢の支配を少なか
らず受けていると、著者は考察している。そして健常者でも疲労課題を課すことで SSPが延長していた
ことから、SSPは疲労の評価の一助となると著者は論じている。 









 平成 31年 1月 15日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもと論文について説明を求
め、関連事項について質疑応答を行い、最終試験を行った。その結果、審査委員全員が合格と判定した。 
 よって、著者は博士（スポーツ医学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものと認める。 
 
 
